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じ
め
に

　
今

日
、
「
簡
蹟
」
と
総
称
さ
れ
る
木
簡
や
竹
簡
に
書
か
れ
た
肉
筆
資
料
の
研

究
が
急
速

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
古
代
の
文
化
・
思

想
・
経
済
・
軍
事
と
い
っ
た
新
た
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
勿
論
の
こ

と
、
書
法
的
な
面
に
お
い
て
は
各
年
代
に
沿
っ
て
文
字
の
変
遷
を
窺
う
こ
と
が

で

き
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
も
そ
の
一
例
で
あ
り
未
だ

研
究
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
新
出
土
の
竹
簡
で
あ
る
。

　
現
在
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壼
）
～
　
（
“
N
（
）
』
　
（
清
華
大
学
出
土
文
献
研

究
与
保
護

中
心
編
・
李
学
勤
主
編
、
中
西
書
局
）
と
し
て
分
冊
方
式
で
刊
行
さ
れ

て
お

り
、
着
実
に
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

先
行
研
究

　
福
田
哲
之
氏
の
『
清
華
簡
（
壼
）
～
（
陸
）
の
字
　
分
類
』
（
『
清
華
簡
研
究
』

（湯
浅
邦
弘

編
、
汲
古
書
院
）
よ
り
当
時
発
表
さ
れ
て
い
た
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹

簡
（
以
下
、
清
華
簡
と
記
述
）
を
書
法
様
式
、
判
別
字
の
1
1
つ
の
分
類
基
軸
を

設

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
各
篇
を
字
　
分
類
し
た
論
考
で
あ
る
。
そ
の
字

　
分
類
に

つ
い
て

は
、
各
冊
の
出
版
に
と
も
な
い
、
李
守
奎
氏
（
対
象
冊
二
且

～
式
）
、
羅
運
環
氏
（
壼
～
参
）
、
李
松
儒
氏
（
壼
～
騨
）
、
責
連
翔
氏
（
壼
～
伍
）

な
ど
の
研
究
が
す
で
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
類
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
書

法
様
式
の
観
点
か
ら
第
1
～
皿
類
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
第
－
類
は
現
地
性
文

献
と
共
通
し
た
楚
系
様
式
。
第
n
類
は
筆
画
の
構
造
か
ら
楚
系
と
は
地
域
を
異

に
す
る
晋
系
様
式
。
第
皿
類
と
し
て
唯
一
分
類
さ
れ
た
一
篇
で
あ
る
『
保
訓
』
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は
、
そ
の
書
法
様
式
に
対
し
て
通
常
の
筆
写
に
用
い
ら
れ
る
俗
体
と
は
用
途
の

異
な
る
、
あ
ら
た
ま
っ
た
場
に
用
い
ら
れ
る
正
体
に
近
い
様
式
と
そ
れ
ぞ
れ
位

置
付
け
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

こ
の
書
法
様
式
の
分
類
に
お
い
て
は
横
画
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
細
微
な
筆
法
に
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
拙
論
で

は
、
こ
の
唯
l
第
皿
類
に
分
類
さ
れ
た
『
保
訓
』
に
つ
い
て
の
筆
法

を
更
に
深
め
る
為
、
そ
の
他
の
戦
国
楚
系
簡
墳
と
比
較
し
、
用
筆
法
の
分
析
を

行
い
そ
の
特
異
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
に
つ
い
て

　
1
1
0
0
八
年
七
月
、
大
量
の
竹
簡
を
清
華
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
趙
偉
国
氏

が
母
校

に
寄
贈
し
た
。
「
清
華
簡
」
と
略
称
さ
れ
た
竹
簡
群
は
、
第
一
次
調
査

の

結

果
、
二
千
余
枚
か
ら
な
る
戦
国
時
代
の
竹
簡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
o

近
年
公
開
さ
れ
注
目
を
集
め
て
い
る
他
の
竹
簡
の
分
量
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
も

の

で
あ
っ
た
。

　
竹
簡
の
一
部
に
カ
ビ
が
生
え
る
な
ど
の
劣
化
が
見
ら
れ
た
た
め
、
清
華
大
学

で

は
、
た
だ
ち
に
洗
浄
と
保
護
の
応
急
処
置
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
後
中
国
国
内

の

研
究
者
を
あ
つ
め
た
竹
簡
鑑
定
会
の
結
果
、
こ
れ
ら
が
間
違
い
な
く
戦
国
時

代
の

竹
簡
で
あ
る
と
の
評
価
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
更

に
、
C
一
四
年
代
測
定
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
清
華
簡
の
年
代
が
紀
元

2
f
f
1
1
1
O
五
年
前
後
三
〇
年
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
先
の
鑑
定
結
果
を
裏
づ
け

る
こ
と
と
な
っ
た
。
郭
店
楚
墓
竹
簡
や
上
海
博
物
館
蔵
楚
簡
と
い
っ
た
戦
国
時

代
中
期
の
竹
簡
と
同
時
期
の
竹
簡
で
あ
る
こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
簡
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
一
部
で
あ
る
が
、
『
清
華

大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壼
）
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
を
紹
介
す
る
。
『
清

華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壼
）
』
に
は
『
サ
至
』
『
サ
詰
』
『
程
籍
』
『
保
訓
』
『
書

夜
』
『
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
（
金
縢
）
』
『
皇
門
』
『
祭
公
之
顧
命

（祭
公
）
』
『
楚
居
』
の
九
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以

下
、
文
献
の
内
容
に
つ
い
て
草
野
友
子
氏
、
中
村
未
来
氏
に
よ
る
『
清
華

簡
（
壼
）
～
（
陸
）
所
収
文
献
解
題
』
の
第
一
分
冊
所
収
文
献
（
九
篇
）
よ
り

『保
訓
』
に
つ
い
て
引
用
に
て
紹
介
す
る
。

『保
訓
』

　
整
理
者
は
李
守
奎
氏
。
篇
題
は
な
く
、
内
容
に
基
づ
い
て
『
保
訓
』
と

名
付
け
ら
れ
た
（
「
保
」
は
「
實
」
に
通
じ
る
）
。

　
本
篇
は
、
周
の
文
王
が
太
子
発
（
後
の
武
王
）
に
対
し
て
遺
訓
を
告
げ

る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
文
王
は
太
子
発
に
二
つ
の
伝
説
を
語
り
、
太
子

が
遵
行
す
べ
き
1
つ
の
思
想
観
念
「
中
」
を
説
明
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
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舜
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
舜
が
ど
の
よ
う
に
「
中
」
を
求
め
た
か
に
つ

い
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
も
う
l
つ
は
、
段
の
湯
王
の
六
代
祖
先
で
あ
る

上

甲
微
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
微
は
「
中
」
を
河
伯
に
借
り
て
有
易
に

勝
ち
、
そ
の
「
中
」
を
子
孫
に
伝
え
て
湯
王
に
至
り
、
湯
王
は
天
下
を
保

っ

た
と
さ
れ
る
。
文
王
は
こ
の
二
つ
の
事
例
を
挙
げ
、
慎
ん
で
怠
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
と
太
子
発
を
戒
め
て
い
る
。

　
本
篇
は
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壼
）
』
の
刊
行
以
前
に
釈
文
が
先

行
公
開
さ
れ
た
（
初
出
は
『
文
物
』
二
〇
〇
九
年
第
六
期
）
。
特
に
「
中
」

の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（壼
）
』
に
は
、

説
明
と
し
て
以
下
の
一
よ
う
な
文
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

＜＜

保
訓
》
全
篇
共
有
十
↓
支
簡
，
完
簡
長
二
十
八
・
五
董
米
，
編
痕
上
下

丙

道
。
簡
文
頂
頭
書
篤
，
簡
尾
大
都
留
一
個
字
距
的
空
白
。
毎
支
簡
二
十

二
至
二
十
四

字
。
其
中
第
二
支
簡
上
半
残
失
約
十
1
a
s
o
　
＜
＜
保
訓
》
内
容

是
記

周
文
王
五
十
年
文
王
封
太
子
登
的
遺
訓
。
文
王
封
太
子
登
講
了
丙
件

上
古
的
史
事
傳
説
，
用
這
丙
件
史
事
説
明
他
要
求
太
子
遵
行
的
一
個
思
想

観
念
1
「
中
」
，
也
就
是
後
來
所
説
的
中
道
。
第
一
件
史
事
是
開
於
舜
的
，

講

的
是
舜
悠
様
求
取
中
道
。
第
二
件
史
事
是
關
於
商
湯
的
六
世
祖
上
甲
微

　
　
的
，
講
微
假
中
於
河
伯
以
勝
有
易
，
微
把
「
中
」
的
内
容
「
傳
胎
子
孫
，

　
　
至
干
成
湯
」
，
於
是
湯
得
有
天
下
。
自
く
＜
保
m
s
　
〉
〉
圖
版
與
鐸
文
初
稿
在

　
　
く
く
文
物
》
1
1
0
0
九
年
第
六
期
登
怖
以
來
，
研
究
成
果
十
分
曲
豆
富
，
限
於

　
　
本
整
理
報
告
髄

例
，
不
二
引
述
，
特
此
鳴
謝
1

こ
れ
を
訳
す
と
、

　
『
保
訓
』
は
全
編
全
て
十
1
本
の
簡
が
あ
る
。
簡
の
長
さ
は
二
十
八
・
五
セ

ン

チ

で
編
み
跡

は
上
下
二
箇
所
。
簡
の
文
は
一
番
上
か
ら
書
き
、
簡
末
に
は
ほ

と
ん
ど
一
字
の
大
き
さ
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
を
残
し
て
い
る
。
毎
本
二
十
二
字

か

ら
二
十
四
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
其
の
内
の
二
本
目
の
簡
の
上
半
は
十
1
字

ぐ
ら
い
が
失
わ
れ
て
い
る
。
『
保
訓
』
の
内
容
は
周
文
王
五
十
年
に
文
王
が
太

子

に
賜
る
遺
訓
で
あ
る
。
文
王
は
太
子
に
二
つ
の
上
古
の
物
語
を
話
し
、
こ
の

歴
史
の
物
語

に
よ
り
、
太
子
に
一
つ
観
念
を
求
め
た
ー
「
中
」
で
あ
る
。
即
ち

後
に

言
う
「
中
道
」
で
あ
る
。
一
本
目
の
物
語
は
舜
に
関
す
る
話
で
あ
り
、
舜

が

ど
の
よ
う
に
中
道
を
求
め
た
か
を
講
じ
て
い
る
。
二
本
目
の
話
は
商
湯
の
六

代

目
祖
先
の
上
甲
微
に
関
し
、
上
甲
微
は
河
伯
族
の
兵
隊
を
借
り
て
有
易
に
戦

勝
し
、
上
甲
微
は
「
中
」
の
内
容
を
「
子
孫
に
伝
胎
し
、
成
湯
王
に
至
る
。
」
、

そ
れ
故
に
湯
王
天
下
を
得
た
と
語
っ
て
い
る
。

　
『
保
訓
』
の
図
版
と
釈
文
の
初
稿
が
『
文
物
』
で
二
〇
〇
九
年
の
第
六
期
に

発
表

し
た
以
来
、
研
究
の
成
果
は
豊
富
で
あ
り
、
こ
の
報
告
の
体
例
に
限
っ
て

は
、
各
々
述
べ
ず
、
感
謝
す
る
。
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引
用
文
、
ま
た
ぞ
保
訓
』
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
た
が
、
こ
の
篇
の
内
容
の

観
点
か
ら
、
他
の
篇
に
み
ら
れ
る
通
常
の
通
用
体
で
は
な
く
特
別
な
意
図
を
持

っ

て
書
か
れ
た
と
い
う
根
拠
が
窺
え
る
の
で
あ
る
．
、
福
田
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
篇

に
は
周
の
文
王
の
遺
三
口
が
6
6
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
当
時
か
ら
そ
の
認

識
が
な
さ
れ
て
お
り
、
権
威
づ
け
と
い
う
点
に
お
い
て
正
式
な
様
式
を
使
用
し

た
と
推
察
さ
れ
る
．
、

字
形
・
学
体
考
察

　
楚
系
文
字
の
特
徴
と
し
て
、
総
じ
て
字
の
傾
斜
は
右
上
が
り
で
あ
り
、
右
回

転
の
円
転
の
リ
ズ
ム
で
運
筆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
常
の
通
用
体
の
早
書
き

に
よ
る
忽
卒
な
書
き
方
で
丸
み
の
あ
る
扁
平
な
字
形
も
特
徴
的
で
あ
る
．
．
ま
ず

特
筆
す
べ
き
は
こ
の
『
保
訓
』
に
は
清
華
簡
の
他
の
篇
と
比
べ
て
も
右
上
が
り

の

文
字
の
よ
う
な
傾
斜
が
見
ら
れ
ず
、
文
字
が
真
正
面
を
向
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
先
述
の
書
法
様
式
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
楚
系
文
字
の

一
般

的
な
様
式
に
は
該
当
し
な
い
の
で
あ
る
。
『
保
訓
』
は
そ
の
字
体
の
特
異

性
か
ら
や
は
り
第
皿
類
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
、
字
例
が
多
い
文

字
を
抽
出
し
た
も
の
が
図
1
で
あ
る
．
．

図
1

窪
程
婆
顎
、
、
馨
皐
塗
程
警
　
顔
程
習

驚
霞
・
甲
よ
鐵
・
　
饗
欝
蔓
　
タ
鍵
・
・

劣
璽

鋒
垂

若楡
騨
曇

灘
、
墾

葬
竃

蜜
聾

タ
馨
・

タ
警

鋒
曇

タ
窯
霞

・
嚢
…

執
警

蟄
保
2

酷
萎

撃
曇
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命璽
響
ム
解
璽

禽
菅
警

禽
金
讐

翁
誓

自

壷
萎

轡
録
竃

窃
婁

塑
楚
居
・

禽
金
鷲

禽
…

禽
…

轡
§

幽
藻
・

轡
量

轡
滋
ぎ

歳
璽

毯
嚢

禽
…

　
　
　
　
　
t
t
”
　
t
／
t
t

曇
餐
・

壷
予
馨

幽藝
・

申
§

留
遼
菖

倹
　
　
曇

禽
藻
・

蚕　　
祭
公
O
U

ぷ響
ザ

藝
萎
・

轡
璽藤

工
ぱ己
巳

響
駕

塑
警

弗

幽
・
翌
・
・

襲
藷
・

夷
翼

半
§

鱗
聾

・

鍬
讐

黄
き

裟
轡

叢
き

幾
轡
翼
妻
・
鹸
，
萎
・

　

こ
の
五
文
字
を
抽
出
す
る
に
あ
た
り
、
「
保
訓
』
を
含
め
他
の
四
篇
以
上
で

あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
更
に
細
か
な
筆
法
に
溺
し
て
　
v
’
保

訓
』
篇
の
十
l
簡
の
一
文
字
一
文
字
を
他
の
楚
系
簡
績
と
比
較
考
察
を
行
い
如

何

に
そ
の
文
字
が
特
異
で
あ
る
か
検
証
す
る
．
．
こ
の
際
、
合
文
、
ま
た
は
他
の

楚
系
簡
綾
の
文
字
例
が
極
端
に
少
な
い
文
字
等
は
考
察
の
対
象
外
と
し
た
。
ま

た
　
l
’
i
X
f
f
，
E
篇
内
に
て
字
例
が
何
例
も
あ
る
場
合
は
、
初
出
の
場
合
に
併
せ
て

考
察
す
る
も
の
と
す
る
．
．

　
以

下
、
一
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
－
壼
ー
』
よ
り
転
用
し
た
そ
れ
ぞ
れ
第
一

簡
か
ら
第
十
一
簡
の
釈
文
で
あ
る
が
こ
の
順
序
に
従
っ
て
考
察
を
進
め
た
。

燵
王
辛
二
年
不
療
王
念
嚢
之
多
霞
甲
芯
述
保
舗
戊
子
自
演
芯
己
丑
責
⌒
二

口
口
口
□
口
口
口
口
口
口
口
若
日
蟹
鹸
疾
壷
甚
悉
不
女
及
⌒
二
】

訓
昔
欝
人
遠
保
必
受
之
以
摘
今
駿
疾
允
癌
志
弗
念
叉
女
以
t
w
，
　
V
l
l
］

受
之
欽
ナ
「
勿
淫
雌
日
合
茎
産
百
乍
又
小
ハ
I
l
親
鐡
W
干
・
高
墨
矛
工
心
救
⊥
甲
白
昆
頴
氏
丁
士
心
［
四
】
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不
毒
予
庶
萬
管
之
多
欲
畢
又
放
予
上
下
遠
執
鍾
易
立
執
詣
灘
元
五
】

4至
鰯
之
勿
］
域
川
不
詳
＾
窒
既
　
蔓
工
甲
吉
一
ロ
不
a
易
i
貫
露
］
名
‥
身
弦
備
佳
【
六
】

允
翼
＃
不
解
甫
乍
三
塵
之
恵
帝
先
嘉
之
爾
受
嘩
緒
於
虐
樽
之
【
七
】

オ
昔
完
霞
中
干
河
以
違
〉
〈
　
i
s
易
＃
杯
攣
皐
尭
亡
書
葺
追
中
干
河
【
八
）

完
寺
葬
忘
連
飼
孫
ぱ
至
予
戚
康
轡
楕
不
解
南
受
大
命
焚
虞
曇
敬
オ
【
九
l

簸
醇
蕗
不
喜
命
未
又
斯
汝
今
女
樽
備
母
蕎
元
又
所
庖
ム
矢
不
【
一
〇
】

及
ポ
身
受
大
命
敬
オ
母
淫
日
不
足
住
彊
不
蒙
【
＝
i

他
の
楚
系
簡
憤
と
の
用
筆
法
の
比
較

　
『
保
訓
』
は
全
十
一
簡
で
構
成
さ
れ
る
が
紙
面
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
こ
こ

で

は
前
半
の
三
簡
に
限
っ
て
考
察
し
、
残
り
の
簡
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
た
い
．
．

比
較
対
象
で
あ
る
楚
系
簡
績
は
『
楚
系
簡
吊
文
字
編
』
（
藤
壬
生
編
・
湖
北
教
育

繊
版
社
）
よ
り
楚
系
文
字
の
一
般
的
な
字
例
、
ま
た
『
保
訓
』
に
類
似
し
た
字

例
を
抜
粋
し
た
。

k．iX：一躍第
　　　　　　　　ト　　し　　　　　　

ご　　｛1　　簡
ガ　　　ろ

．瓢　・裸

，虐　と！
、ttt　，e’tr　’

日新
｝甲

濠三
㌃書
湯一
喜五
工ふi“’s　／x

憲○

覆
穣
v

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
串
プ
U
・
穴
・
　
一
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
恵
匿
之
戴

　
楚
系
文
字
で
は
散
見
出
来
な
い
よ
う
な
文
字
で
あ
る
。

段
の
二
文
字
の
よ
う
な
字
形
構
造
に
な
る
が
、
『
保
訓
』

文
の
書
体
を
髪
髪
と
さ
せ
る
書
き
ぶ
り
で
あ
る
、
ま
た
、

蔵
鋒
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
．
、

「王
〉

一
般
的
な
字
例
は
下

に
お
い
て
は
鳥
の
金

起
筆
は
し
っ
か
り
と

望

丁
一
一
二

日

折
ー
各
哉
牛

　
横
画
は
起
筆
で
蔵
鋒
の
λ
筆
の
ま
ま
、

か

つ
ゆ
っ
く
り
と
し
た
運
筆
と
な
っ
て
い
る
．
、
少
し
の
線
の
揺
れ
は
あ
る
も
の

　
　
　
新
甲
三
・
五

　
　
　
以

違
訓
（
順
）
至
文
ー

　
　
　
　
　
　

線
の
太
細
を
つ
け
な
い
よ
う
慎
重
に
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の
、
一
貫
し
て
水
平
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
重
厚
で
安
定
感
が
あ
る
．
、

そ
の
他
の
楚
系
簡
績
で
は
や
は
り
右
上
が
り
が
強
く
上
反
り
の
線
が
一
般
的
で

あ
る
。

r年
」

恕
。

　　　　讐
三
七
墜
鷺
軽
露
蓼
於
覇
萎

　
字
形
の
違
い
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
文
字
で
あ
る
。
明
ら
か
に
筆
画
の

省
略
が
見
ら
れ
る
．
、
起
筆
の
打
ち
込
み
の
違
い
は
明
ら
か
で
、
収
筆
・
ま
で
し
っ

か
り
力
を
抜
か
ず
に
運
筆
さ
れ
て
い
る
．
。

琴
・

吊
甲
五
・
五

九
州
ー
坪

　
　
　
　
郭
・
老
丙
・
鱒

窄　　
　
　
往
而

－
害

蜘ぎ

色
二
・
五
三

ー
量
鼻
下
之
貸

　
y
不
」
は
他
の
楚
系
簡
蹟
に
多
数
の
字
例
が
あ
る
．
、
一
頭
線
が
多
く
な
る
よ

う
な
繁
化
の
文
字
も
多
く
み
ら
れ
る
が
総
じ
て
他
の
楚
系
簡
憤
は
文
字
が
前
傾

で
右
上
が
り
が
特
徴
的
で
あ
る
．
、
ま
た
出
来
る
だ
け
左
右
対
称
に
書
か
れ
て
い

る
文
字
構
造
も
楚
系
文
字
と
し
て
特
異
で
あ
る
。
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r．不
」

樋
X
“
　
s
X鶯
．幅

齢鱒

l念
」

　
．
　
　
　
訂

　　　鞄

　
　
　
も

郭
・
語
二
・
一
三

杯
生
於
…

二
、
画
臼
に
お
い
て
書
き
出
し
か
ら
水
平
に
線
を
引
い
た
の
ち
に
長
く
縦
画
を



書
い
て
い
る
。
こ
の
字
形
構
造
は
一
般
的
な
楚
系
文
字
の
場
合
、
円
転
の
リ
ズ

ム

で

丸
み
を
帯
び
た
点
新
に
な
る
が
水
平
を
保
と
う
と
い
う
意
図
が
は
っ
き
り

と
表
れ
て
い
る
。

「1
1
」

　
　
包
二
二
二

守　
　
己
畜
之
ー

八

　
　
郭
・
語
三
・
五
二

θ　
　
繕
（
善
）
ー
邊
（
化
）
歳

　
l
’
m
j
は
楚
系
簡
糠
で
は
右
肩
の
点
折
部
を
一
藤
で
書
く
字
例
が
多
い
．
、
し

か

し
『
保
訓
」
の
字
例
で
は
筆
画
か
ら
は
確
実
に
点
折
を
二
画
で
書
い
て
い
る

ま
た
『
保
訓
』
に
似
た
中
心
の
線
を
点
に
近
い
形
で
書
く
字
例
が
見
ら
れ
た
が
、

し
っ
か
り
と
し
た
点
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
や
は
り
特

異
で
あ
ろ
う
．
、
ま
た
縦
一
画
目
の
入
筆
や
点
折
部
の
起
筆
は
そ
の
形
状
か
ら
蔵

鋒
で
書
か
れ
て
い
る
と
み
て
間
違
い
な
い
。

r之
j

　
　
　
郭
・
語
二
一
〇
、
六

止　　
　
露
（
皆
∨
又
（
麿
∨
1

き匡、±

t
騨

　
　

丸
・
五
六
二

　
　

歓
霧
ー
五
捻
（
捻
∨

声

琵
語
了
馨
　
予
昔
ジ
斡

　
学
5
6
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
楚
系
簡
績
に
お
い
て
最
終
画
の
横
画
は
右
上
が

り
で
あ
る
．
、
そ
れ
ま
で
の
三
本
の
縦
画
の
角
度
に
差
異
は
認
め
ら
れ
る
が
、

一保
訓
』
の
よ
う
に
入
筆
を
蔵
鋒
で
書
い
た
縦
画
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
．
、
こ
の

起
筆
は
特
異
で
あ
り
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
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r多
」勇

癖籠
玩
了
ま
（
肯
）
呼
遠
籔
疑
紘

　
「
多
」
に
お
い
て
右
肩
の
点
折
は
二
画
で
書
か
れ
て
い
る
。
楚
系
簡
蹟
で
は

円
転
の
リ
ズ
ム
の
ま
ま
一
画
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
丸
み
を
帯
び
た
線
は
や

は

り
『
保
議
』
と
は
明
ら
か
な
違
い
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
入
筆
は
蔵

鋒
に
て
重
厚
に
書
か
れ
て
い
る
．
、

「述
」

懸
受

葱
轡
ぷ
玲
（
き
褒
屡
ぽ
鷲
苗

　
文
字
の
水
平
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
　
、
保
訓
』
の
字
例
は
し
ん
に

ょ
う
の
最
終
画
が
右
に
下
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
般
的
な
楚
系
文
字
の
し

ん

に
ょ
う
は
円
を
描
く
よ
う
に
丸
み
が
か
っ
た
線
に
な
る
の
で
あ
る
が
敢
え
て

そ

の
ま
ま
円
運
動
を
抑
え
な
が
ら
抜
い
て
い
る
そ
の
用
筆
法
は
見
逃
せ
な
い
。

「保
」

楡
甦
舗
揚
顯
三
、

　
r
保
」
で
あ
る
が
、
他
の
楚
系
簡
憤
の
中
で
は
見
ら
れ
な
い
に
ん
べ
ん
の
字

形
が
見
ら
れ
る
．
、
こ
の
に
ん
べ
ん
の
字
例
は
清
華
簡
の
他
の
篇
で
も
見
ら
れ
る

こ
と
の
な
い
特
異
な
形
で
あ
る
．
、
ま
た
先
述
の
「
日
」
と
伺
じ
よ
う
に
妾
の
一

画
臼
は
一
筆
で
は
な
く
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
．
。

K
J蜘載

讐
軽
璽
翻
翼
コ
ー
）

　
r
訓
」
で
あ
る
が
字
形
構
造
そ
の
も
の
は
他
の
楚
系
簡
塙
と
類
似
し
て
い
る

が
、
明
ら
か
に
文
字
の
傾
斜
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
右
上
が
り
の
傾
斜
を

意
図
的
に
抑
え
書
か
れ
て
お
り
、
『
保
訓
』
の
特
異
性
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
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れ
る
。

「戊
」滋

控
主
酋
繍
舞
鷲
（
毅
）
覧
（
競
v
慧
）

　
先
述
し
た
よ
う
に
や
は
り
「
戊
」
も
水
平
で
あ
る
、
ま
た
起
筆
の
決
定
的
な

違
い
も
見
ら
れ
る
。
更
に
文
字
の
傾
斜
が
右
上
が
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
最
終

画
は

反

る
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
文
字
が
正
面
を
向
く
よ
う
に

工
夫
さ
れ
て
い
る
。

「白
」

轡
蝶
庄
綜
蕃
藍
習
　
遠
妄
鱈
遥
）
箕

　
　
　

聾
・
老
緯
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
〉

　
　
　

而

百
青
（
娃
W
障
衰
ー
蔽

　
「
自
」
に
お
い
て
字
形
構
造
が
酷
似
し
て
い
る
文
字
が
見
ら
れ
た
．
、
し
か
し
、

他
の
楚
系
簡
謄
に
お
い
て
字
例
の
多
い
も
の
は
横
画
を
右
に
下
げ
て
書
か
れ
て

い

る
も
の
が
多
数
で
あ
る
．
、
ま
た
、
起
筆
に
関
し
て
比
較
す
る
と
露
鋒
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
蔵
鋒
で
運
筆
さ
れ
て
お
り
や
は
り
特
異
で
あ
る
。
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r子
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
喜
六
・
三
擁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
…

　
　
　
　
　
声

　　　桔
紅
磐
　
ヂ
遠
戴
鴫

　
文
形
構
造
が
類
似
し
て
い
る
文
字
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
、

一
般
的
な
楚
系
文
字
の
多
く
は
手
の
部
分
が
一
画
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
字
形

構
造
は
や
は
り
特
異
で
あ
り
、
そ
の
起
筆
は
『
保
訓
』
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
．
、

rrj
　
j孫

詫
主
索
、
二
移
雑
．
櫛
三

　

こ
れ
ま
で
度
々
述
べ
て
き
た
が
他
の
楚
系
簡
檀
と
の
起
筆
違
い
は
明
ら
か
で

あ
る
。
字
形
構
造
が
類
似
し
た
文
字
も
多
く
見
ら
れ
た
が
、
最
終
爾
の
角
度
の

違
い
は
様
々
で
あ
り
、
上
反
り
の
形
も
散
見
さ
れ
た
。



「丑
」　　多

芦
詩
傘
繍
巳
旦
九
丸

　
字
形
構
造
の

同
じ
よ
う
な
文
字
は
散
見
さ
れ
ず
、
一
般
的
に
字
例
の
多
い
文

字
と
は
異
質
で
あ
っ
た
．
．
ま
た
文
字
の
傾
斜
は
右
上
が
り
の
字
例
が
多
く
、
こ

の

「
丑
し
の
よ
う
に
水
平
で
あ
る
文
字
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
．
、

鍵き糞
龍
に
五
。
蔑
碧
鋤
繧
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
た
起
筆
・
水
平
に
加
え
、
明
ら
か
に
字
画
の
差
異
が
み
ら
れ

る
o
こ
れ
ま
で
の
文
字
と
は
別
体
で
あ
り
、
清
華
簡
の
他
の
篇
と
も
異
な
る
文

字
構
造
で
あ
っ
た
．
三
．
保
訓
」
特
有
の
文
字
で
あ
る
。

・

第
二
簡

rm
j

　

也
二
三
ぱ
二

轡　
陰

司
欧
諺
息
告
湯
淡
競
畢
書
1

ゆ
運
、
二
丸
汐
怜
緯
．
二
七

　
字
形
構
造
は
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
、
や
は
り
こ
の
文
字
に
お
い
て

も
文
字
の
傾
斜
は
明
ら
か
な
差
異
が
あ
り
、
そ
の
決
定
釣
な
要
因
は
横
画
で
あ

る
。
右
下
が
り
の
画
は
楚
系
文
字
に
お
い
て
は
そ
れ
だ
け
で
異
質
で
あ
る
が
、

そ

れ
に

よ
っ
て
文
字
の
水
平
を
保
っ
て
い
る
．
－

l疾
し

　
　
　

璽
二
ゑ
九

蕨　　
　

黄
馨
…
，
尚
曇
薦

　
　
　

邑
二
・
二
壕
七

　
　
　

暴
二
∴

鍾　　
　
以

巽
又
1
…
之
音

　
　
　
　
　

筑
腹
心
ー
，
以
壷
惣
∧
氣
当
求
甘
菰

　
字
例
の
多
い
楚
系
簡
糠
の
文
字
と
は
字
形
構
造
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か

る
一
画
目
の
画
と
点
画
の
省
略
化
が
あ
り
、
特
異
な
文
字
で
あ
る
．
．
し
か
し
、

横
画

を
水
平
に
書
く
独
特
の
用
筆
法
で
は
あ
る
も
の
の
最
終
画
は
内
に
入
る
よ

う
な
円
転
の
運
動
が
見
ら
れ
、
楚
系
文
字
の
特
徴
も
み
ら
れ
る
．
．
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「甚
」

　
　
　
　

上
（
二
Y
喜
二
鱒

診
　
　
　
　
芸
其
蕊
雨
n
j
l
e
w
w
w
於
意

　
字
形
構
造

に
お
い
て
最
終
画
を
極
端
に
伸
ば
し
て
お
り
　
般
的
な
楚
系
簡
糠

と
比
較
し
、
変
化
が
あ
る
。

　
一
画
目
、
二
画
目
の
起
筆
の
位
置
を
伺
じ
高
さ
か
ら
書
き
始
め
て
お
り
、
横

画
は
勿
論
で
あ
る
が
特
別
な
意
図
を
持
っ
て
書
い
て
い
た
と
推
察
で
き
る
．
、

一，
女
しぜ

艶彰蛎
九
哀
蘇
旦
書
（
熟
礼

　
多
く
の
字
例
が
あ
る
「
女
」
字
で
あ
る
が
、
そ
の
楚
系
簡
糠
と
比
較
す
る
と

そ
の
特
異
性
は
際
立
っ
て
い
る
。
右
上
が
り
の
文
字
構
造
と
は
無
縁
の
水
平
。

垂
直
を
意
図
し
た
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
縦
画
の
収
筆
に
向
か
い
右
に
折
れ
曲
が

る
よ
う
な
線
は
楚
系
文
字
で
は
散
見
さ
れ
な
い
用
筆
法
で
あ
る
．
、

r及
」

　
　
　

上
（
二
Y
謀
二
三

嵜　　
　
渇
－
葬
子

駄

謬
・
歳
・
二
七

…
喜
彫
（
謬
）
長
薦
痘
ス
愚
災
蛍
V
丸
癒

　
他
の
楚
系
簡
績
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
筆
画
の
繁
化
が
見
て
取
れ
る
．
、
特
筆

す
べ
き
縦
画
で
あ
る
．
垂
直
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
線
に
よ
っ
て
水
平
を
保

っ

て

い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
丸
み
の
あ
る
線
や
収
筆
の
円
運
動
は
楚
系
文
字

の
用
筆
法
で
あ
る
．
、

㎡二Lヒ

し

第

簡

信
丁
◎
八
七

君
乎
書
ー

麟
甲
“
l
・
l
　
S
“
二
謬

灘
…
1
惑
糊
此
出
・
嵩
部
w
遣

　
　
　
t
琴
・
麟
・
三
七

轡　　
　

…
オ
（
在
）
上
●

　
起
筆
、
収
筆
と
い
っ
た
用
筆
法
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
．
、
簡
か
ら
出
て
し

ま
っ
た
線
か
ら
、
抜
き
放
っ
た
よ
う
な
収
筆
で
は
な
く
最
後
ま
で
カ
を
抜
か
な
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か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
、

用
筆
法
が
見
ら
れ
る
．
、

ま
た
「
日
し
の
部
分
で
は
先
述
伺
様
の

「毒
」

　
文
字
構
造
が
類
似
す
る
文
字
は
あ
る
が
や
は
り
、
用
筆
法
の
違
い
が
明
ら
か

で

あ
る
。
蔵
鋒
の
重
厚
な
起
筆
は
他
の
楚
系
簡
糠
に
は
見
ら
れ
な
い
特
異
な
用

筆
法
で
あ
る
、
ま
た
『
保
調
』
で
よ
く
散
見
さ
れ
る
縦
画
か
ら
右
に
折
れ
曲
が

る
線
が
他
と
は
異
質
で
あ
る
．
、

r入
」

パ
、
一
鳶
川
ビ
S

ぺ歎
ぷ

　　
う
馳
玲
．
う
甦
楚
．

　　
う
幣
詩
門
ぶ
三
う
鍵
ジ

　
楚
系
簡
櫃
に
お
い
て
字
例
の
多
い
「
人
」
で
あ
る
が
、
先
述
し
た
通
り
縦
掴

を
右
に
向
か
っ
て
書
い
て
い
る
『
保
訓
』
の
文
字
は
特
異
で
あ
る
。
起
筆
部
分

は

や

は
り
蔵
鋒
で
あ
り
、
打
ち
込
み
の
強
い
入
筆
と
は
異
な
っ
て
い
る
．

「連
」

蜜
馴
請
ぶ
三
傭
轟
購
緊
璽
疎
∨
竃
）
命

　
字
形
構
造
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
し
ん
に
ょ
う
の
最
終
画
の

右
下
が
り
の
角
度
で
あ
る
．
．

　
そ
の
他
に
も
髪
の
部
分
の
筆
画
に
差
異
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
．
．
こ
の
場
合

も
対
称
を
意
識
し
た
形
で
あ
る
、

r必
」

絃
　
　
慈
諺
已
素
。

蒼

霞
釜
罪
燵
舗
舞
捻
讃
〉

　
文
字
構
造
は
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
文
字

の

傾
斜
の
差
異
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
ま
た
起
筆
に
関
し
て
は
鋭
く
尖
っ
た
他

の
楚
系
簡
績
と
比
べ
し
っ
か
り
と
入
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
字
は
『
保
訓
』

の
用
筆
・
法
を
色
濃
く
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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In
t
受
」　

　
　
　
望
二
ニ

ニ

学　　
　
　
紫
撚
ー
剖
鈷
□ 響

、　
　
　
　
包
二
・
三
三
反

　
　
　
　
ー
期

　
　
　
　
色
二
主
六

学　　
　
　
阜
露
之
司
敗
遠
鰯
…
纂

　
一
保
訓
』
に
見
ら
れ
る
縦
画
か
ら
右
に
新
れ
曲
が
る
線
が
特
徴
で
あ
る
．
。
「
又
」

の

部
分
は
楚
系
簡
蹟
で
は
二
画
で
書
く
字
例
が
多
く
散
見
さ
れ
る
が
、
「
受
」

は
皆
無
で
あ
り
三
画
に
て
書
か
れ
て
い
る
．
、
字
形
構
造
が
か
な
り
特
異
な
一
例

で
あ
る
。

「以
」

ピ
羅
二
w
反
烏
竪
融
翼

　
　
　
　
峰
・
麟
・
ニ
ニ

　
　
　
　

葦
i
少
（
小
）
轡
（
謀
）
敗
太
情
（
推
）

　
字
形
構
造
は
類
似
し
て
い
る
も
の
の
明
ら
か
に
λ
筆
は
異
な
っ
て
い
る
，
、
楚

系
簡
績
の
多
く
の
字
例
の
中
に
は
強
く
打
ち
こ
ん
だ
こ
と
に
よ
1
2
蔵
鋒
の
よ
う

に
見
え
る
よ
う
な
起
筆
は
あ
る
が
へ
保
訓
』
の
起
筆
と
は
異
な
っ
て
い
る
．
、
少

し
湾
曲
す
る
線
で
あ
る
が
、
i
f
’
保
a
s
，
E
は
字
例
の
か
ら
意
図
的
に
書
か
れ
て
い

る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
．
．

r允
」♪

竃
湯
う
葺
舞
麟
き

　　　　　　　多鏑
騨
罪
毒
蔓
ハ
虜
）
墓
惑
）

　
字
画
を
細
か
く
精
査
し
た
場
合
に
他
の
楚
系
簡
績
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し

か

し
、
楚
系
文
字
の
字
形
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ザ
保
謂
』
の

起
筆
・
水
平
と
い
っ
た
用
筆
法
で
書
か
れ
て
い
る
別
体
で
あ
る
。
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r弗
」波

詩
鐸
レ
、
識
鶉
鮫
朽
受

　
「
弗
」
は
楚
系
簡
憤
の
字
例
が
数
多
く
あ
る
文
字
で
あ
る
が
、
異
体
字
が
多

V
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
中
に
お
い
て
こ
の
一
．
保
訓
』

の

文
字
も
ま
た
筆
画
の
繁
化
が
起
き
て
い
る
、
清
華
簡
の
他
の
篇
に
お
い
て
も

こ
の
繁
化
は
見
ら
れ
る
が
、
や
は
り
水
平
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
こ
の
『
保

訓
』
の
文
字
の
み
で
あ
る
。

「箸
」

製
商
慧
ー

鶏
巽
芒
貨
犠
嫡
甦
悉
宥
v
隻
也

　
字
体
構
造
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
一
見
し
て
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の

文
字
の
特
筆
す
べ
き
は
左
右
対
称
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
楚
系
簡
績

の
字

例
で
は
筆
画
の
関
係
上
左
右
対
称
に
は
な
り
え
な
い
文
字
で
あ
る
が
、
こ

の

『保

訓
憾
の
特
異
性
を
考
え
れ
ば
起
こ
り
う
る
事
象
で
あ
る
。
水
平
を
意
図

す

る
が
故
に
対
称
に
書
か
れ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
．
、

・

筆
法

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
各
項
§
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
以
下

の
通
り
で
あ
る
，

⑤
起
筆

　
楚
系
文
字
の
起
筆
は
．
露
鋒
が
主
で
あ
り
、
強
く
打
ち
込
ん
だ
先
の
尖
っ
た
起

筆
、
早
書
き
の
た
め
細
く
尖
っ
た
起
筆
が
大
半
を
占
め
て
い
る
．
、
こ
の
際
に
穂

先
の

ア
タ
リ
が
強
く
墨
量
の
加
減
に
も
起
因
し
て
、
意
図
せ
ず
に
蔵
鋒
の
よ
う

に

な
っ
た
起
筆
は
あ
る
が
e
　
i
f
’
保
訓
』
に
お
い
て
は
起
筆
を
、
は
っ
き
り
と
し

た
蔵
鋒
で
入
筆
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
差
異
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

②
横
画

　
l
r
保
訓
』
の
横
画
［
は
そ
れ
ま
で
の
楚
系
文
字
の
要
と
も
い
え
る
円
転
の
リ
ズ

ム
を
一
切
感
じ
る
こ
と
が
出
来
な
い
．
起
筆
で
の
蔵
鋒
の
入
筆
の
ま
ま
、
線
の

太
細

を
つ
け
な
い
よ
う
慎
重
に
か
つ
ゆ
っ
く
り
と
し
た
運
筆
と
な
っ
て
い
る
。

少
し
の
線
の
揺
れ
は
あ
る
も
の
の
、
一
貫
し
て
水
平
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
重
厚
で
安
定
感
が
あ
る
．
、
早
書
き
の
忽
卒
な
書
き
ぶ
り
と
は
対
極
に
あ

り
、
一
般
的
な
楚
系
文
字
に
見
ら
れ
る
反
り
か
え
る
よ
う
な
線
は
見
ら
れ
な
い
．
、
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③
収
筆

　
楚
系
文
字
の
特
徴
と
し
て
収
筆
は
起
筆
同
様
に
先
端
に
向
か
い
細
く
尖
っ
て

い

v
よ
う
な
運
筆
で
あ
る
。
円
転
の
リ
ズ
ム
で
弧
を
描
く
よ
う
に
抜
き
は
ら
う

独
特
の
収
筆
で
あ
る
た
め
、
線
と
線
と
の
結
合
部
に
お
い
て
は
度
々
余
白
が
発

生

す
る
。
し
か
し
、
『
保
訓
』
に
お
い
て
は
し
っ
か
り
と
線
が
結
合
さ
れ
て
お

り
横
画
同
様
に
力
を
抜
か
な
い
よ
う
運
筆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
口
」
の

部
分
が
入
っ
て
い
る
文
字
に
関
し
て
は
し
っ
か
り
と
上
部
の
横
画
が
縦
画
二
本

と
結
ば
れ
て
い
る
。
単
純
に
縦
や
横
に
抜
き
は
ら
う
よ
う
な
収
筆
で
は
極
端
に

細
く
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
最
後
の
収
筆
を
軽
く
止
め
て

い

る
よ
う
な
運
筆
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

④
字
体

　
『
保
訓
』
に
お
け
る
文
字
の
中
に
は
数
文
字
、
楚
系
文
字
で
は
見
る
こ
と
の

出
来
な
い
よ
う
な
文
字
が
表
れ
て
い
る
。
特
に
目
を
引
い
た
文
字
は
「
佳
」
と

「奮
」
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
鳥
の
金
文
の
書
体
を
髪
髪
と
さ
せ
る
書
き
ぶ
り
で

あ
る
。
ま
た
「
日
」
や
「
昔
」
と
い
っ
た
文
字
の
「
日
」
部
の
中
心
の
線
が
点

に
な
っ
て
い
る
。

　
随
所
に

楚
系
文
字
で
は
見
ら
れ
な
い
筆
画
が
表
れ
て
お
り
、
今
後
、
楚
系
文

字
の
新
た
な
解
釈
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お

わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
の
考
察
を
も
と
に
『
保
訓
』
が
他
の
篇
や
楚
系
簡
績
に
比
べ
、
用

筆
法
に
お
い
て
特
異
性
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
先
述
の
内
容
か
ら
用

筆
法
を
変
化
さ
せ
た
と
い
う
影
響
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
用
筆
法

が
1
般
的
な
楚
系
様
式
と
は
こ
こ
ま
で
明
ら
か
に
異
な
っ
た
特
異
性
が
見
ら
れ

た
こ
と
は
楚
系
簡
蹟
文
字
の
中
に
も
通
用
体
の
み
な
ら
ず
公
的
な
正
式
体
の
存

在
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
私
見
で
は

あ
る
が
、
こ
の
『
保
訓
』
に
は
字
形
に
水
平
の
意
識
が
旺
盛
で
、

戦

国
の
秦
石
鼓
文
な
ど
に
近
い
意
識
が
散
見
し
て
い
る
。
今
後
の
研
究
課
題
と

し
て
比
較
的
時
代
の
近
い
他
の
列
国
と
の
比
較
も
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

楚
系
文
字
の
新
た
な
一
面
を
模
索
し
た
い
。
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